
品川区の中小企業のための『使える安全』支援

SPUS 有用安全考房 (Study and Practice of Useful Safety)

理念：ちょっとした工夫で幸運と安心を．
Little DEVISALs ensure Luck & Ease.

安全は『守ること』だけではありません！

❶. SPUS 有用安全考房とは（技術者が集まる任意団体）

SPUS【エスパス】 有用安全考房は、現場の小さな工夫や気づきを安全につないで、
使う人と作る人が安心して働ける環境をつくるための支援を行っています。
大きな投資に頼らず、現場の経験や感覚を活かす『日々の小さな改善の成果』を、

SPUS は『ちょっとした工夫で幸運と安心を.』という理念で表しています。
製造業・設計部門・保守担当の皆さまが抱える『形式的な安全から抜け出せない』、
という悩みに寄り添って、実務に役立つ安全改善を一緒に育てていきます。

❷. 品川区の中小企業でよく聞くお悩み（ほんの少しだけで変われること）

●ベテランが減り、暗黙知が引き継がれない、

●多能工化で作業が増え、安全の抜けが心配
●外国人スタッフが増え、操作の誤解が起きやすい
●図面変更が多く、安全レビューが追いつかない

●ヒヤリハットが繰り返され、原因がつかめない

こうした『現場のリアル』に、小さな工夫で応える実践型の『使える安全』支援です。

❸. SPUS が提供する4つの支援（よく聞き、よく考え、よく話す）

1. 安全の可視化支援（Visualization）

現場の違和感や気づきを言葉と図で整理し、なぜ・どうすれば良いかを見える化します。

2. 安全設計の診断・助言（Design Advice）
図面・仕様書・実機をもとに、使用者の視点で『迷わない設計』を一緒に考えます。

3. 共有と対話の場づくり（Dialogue）

小さな改善例を持ち寄り、作る人と使う人が対等に話せる場をつくります。

4. 安全文化の発信（Culture）

言葉・図・物語を用いて、『使える安全』の姿・形を地域に広げていきます。
さらに、品川区で培った『安全文化』を、全国の中小企業に向けて発信します。
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❹. SPUS の安全観：有用安全（Useful Safety）

●Still Well （影種 かげめ） 静かに沈む違和感、『いつもと違う音に感じる違和感』

●Live Shift （揺味 ゆらじ） 人の揺れ・戸惑い、『運転操作の順番を迷ってしまう』

●First Glow （紀射 きざし） 立ち上がる気づき、『あっ、これで良いかという直感』

これらの感覚は、危険の『最初の兆し』を捉える大切な情報であり、
SPUS はそれらを『有用安全』を考えるための出発点としています。

❺. SPUS の三つの活動：リスクアセスメント（感じたことを考える）

●実感研修（Study） 実機を見て、触れて、動かしながら学ぶ研修。
参加者の経験と結びつけて理解できるよう設計しています。

●実践診断（Practice） 現場に赴き、使われ方・環境・作業の流れを観察し、

『どうすればもっと安心して使えるか』を一緒に考えます。

●実例標章（Mark） 良い工夫や改善を技術的な評価を経て見える化し、
他の現場でも活かせる知として広く共有します。

安全は、使う人と作る人の対話で生まれる『納得のかたち』。
あなたの現場の『ちょっとした工夫』を、安心につなげます。

❻. イルカと記憶の器 — SPUS と Elsewhy Archives の物語

現場で生まれた小さな工夫、誰かが気づいた違和感、仲間を守ろうとした判断。

それらは時に、制度の隙間に沈んでしまいます。
SPUS のイルカは泳ぎながら、いろいろな記憶を拾い集め、

Elsewhy Archives という『知の器』にそっと収めていきます。
手書きのメモ、作業者同士の会話、事故を防いだ直感、図面の余白に残る工夫など、
こうした『現場の知』を残して、未来の安全へつなげるための物語です。

❼. 参加方法（メールでご連絡ください）

参加費 ： 無料（活動紹介・意見交換など概ね１時間）
対象 ： 設計者・使用者・保守担当・経営者
形式 ： オンライン（Zoom） ／ 対面（品川区の施設）
ＵＲＬ ： https://spus.jp/
連絡先 ： nagi@spus.jp

SPUS® 公式キャラクター

小規模工場・１名様からのご相談でも歓迎いたします。 RAインストラクター

まずは活動紹介だけでも、お気軽にご連絡ください。 夢見凪 (Yumemi Nagi)
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